
2005年度 小委員会活動成果報告 
（2006 年 2 月 13 日作成） 

小委員会名 建築計画を問う小委員会 主 査 名：岸本達也 
就任年月：2004 年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築計画委員会 委員長名：服部岑生 
主 査 名： 

設 置 期 間  2004年 4月～2007年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

建築計画が、期待される役割を果たしていないと言う批判が多い。建築計画の実

務、その基本となる研究、そして建築教育における役割は、非常に大きいと考え

られる。その意味で、役割が期待通りでなければ批判が起こると考えられる。そ

こで各方面の指導的な立場におられる専門家から、建築計画のあり方と現在の問

題を論じていただき、これからの建築計画の目標とその実現のための方法を研究

する。 
・ 2004 年度 ミニシンポジウムおよび緊急研究討論会を開催し建築計画の技
術の動向について検討した。 

・ 2005年度 シンポジウムおよび緊急研究討論会、大会研究懇談会を開催し建
築計画の技術の動向について検討した。 

・ 2006 年度 ミニシンポジウムを開催し建築計画の技術の動向について調査
するとともに、最終年度としてその成果をまとめる。 

委員公募の有無：有 

委員構成 
（委員名（所属）） 

岸本達也（慶応大）、西村伸也（新潟大）、服部岑生（千葉大）、鈴木雅之（千葉大） 
岡本和彦（東京大学）、水落秀木（清水建設）、山田純（竹中工務店） 
真境名達哉（室蘭工大）、森傑（北海道大学）、坂口大洋（東北大学） 

設置WG 
（WG名：目的）  

2005年度予算   135,000 円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       5 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
なし 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

１． ミニシンポジウム「建築計画とＰＦＩ」講師：高村光氏を開催した。（2005
年 5月 27日）参加者数約 20名 

２． 第 2回緊急研究討論会「超高層集合住宅の可能性と問題点」2005年 7月 11
日 参加者約 150名 

３． ミニシンポジウム「市民参加による建築設計ー富弘美術館」講師：ヨコミゾ

マコト氏）を開催（2005年 10月 4日）参加者数約 20名 
４． ミニシンポジウム「江古田ハウスを通じて」講師：坂本一成氏（2005 年 12

月 1日）参加者数約 25名 
５． 第 3回緊急研究討論会「都市再生：秋葉原のまちづくり」2006年 1月 18日

参加者約 150名 
６． ミニシンポジウムを開催（2006年 2月 27日予定）  

大会研究集会 １．建築学会大会建築計画部門研究懇談会(1) 「21 世紀 COE プログラムにみる
建築計画研究の将来」を開催 9月 1日 参加者数約 40名 



対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 １．無し 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 
１．当初の予定通り達成している。 

委員会活動の問題点 
・課題 １．特に無し 

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


